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1 はじめに

リステリア症の主要症状は髄膜炎，死流産，敗血症で

あり，重症化すると致死率の高い感染症である。また，

主として反芻畜にも脳炎，死流産等を引き起こす人畜共

通感染症である。五十君 1），2）によると，日本における重

症化したリステリア症は年間83人と推計され，症例数は

少ないが，その発生頻度は欧米に比べても極端に低いも

のではないことが判ってきた。日本での調理用食肉から

のL. monocytogenes検出率は10～ 40％と高率で，特に

鶏肉の汚染が高いと言われている。リステリア食中毒に

ついては日本ではナチュラルチーズによるものが 1件あ

る 3）。しかし，諸外国では食肉製品，チーズ，魚の冷燻

製品を感染源とするものが多く発生している。近年では，

2008年 8月にカナダで加工肉食品が感染源と推測された

リステリア症が発生し，57人が感染し22人が死亡したと

報告されている 4）。

日本では食肉を感染源とするリステリア集団食中毒は

発生していないが，市販肉の汚染度は欧米諸国と比較し

ても同程度である。当センターの調査でも市販食肉の

20％程度が汚染されており，鶏肉・豚肉は牛肉に比較し

て高い汚染率を示し，児童由来 2株と鶏肉由来 1株のパ

ルスフィールドゲル電気泳動法（以下PFGE法）による泳

動パターンが一致した 5）。

また，サルモネラによる食中毒患者数も一時期に比べ

近年は減少したものの，いまだに主要な食中毒菌であり，

食肉のうち鶏肉の汚染率が高いことが分かっている 6），7）。

そこで県内の外剥ぎ方式による大規模食鳥処理場で，屠

体の汚染状況を工程を追って調査し，有効な屠体の洗浄

消毒方法を検討したので報告する。

2 材料及び方法

2.1 屠体拭き取り及び検査方法

平成 20年 9，10月に各 1回，11月に 2回施設に立ち入

りし，屠体の処理工程にしたがって肛門周囲の皮膚表面

5×5fの拭き取り調査を行った（図1）。リステリアとサ

ルモネラの分離は定法に従った 8），9）。すなわち，リステ

リアにはDifco TM UVM Modified Listeria Enrichment

Brothで 30℃ 2日間増菌後PALCAM_Listeria_Selective
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agar（MERCK）及びCHROMagar TM Listeria寒天平板

（CHROMagar社）に塗抹して，37℃48時間培養した。サ

ルモネラはBuffered Peptone Water（OXOID）で 35℃，

18～24時間一次増菌を行い，さらに，増菌と分離を同時

に行うことのできる半流動寒天培地 Di a gn o s t i c

Salmonella Semi-solid Rappaport Vassiliadis Medium

（MERCK. 以下 DIASALM）を使用し，42℃，18～24時

間静置した。分離培養は，白糖加SS寒天培地（日水），

CHROMagar TM Salmonella寒天平板（CHROMagar社）

に塗抹して，37℃，24時間培養した。

2.2 水槽通過後の屠体水洗及び次亜塩素酸ナトリウム

による消毒効果の検討

平成20年9月と10月の調査では，処理工程中水槽通過

後の屠体について，水洗あるいは次亜塩素酸ナトリウム

50ppm～200ppmで処理した後，拭き取り調査を行った。

拭き取り面積は全て屠体肛門周囲 5× 5㎝とした。

2.3 パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）

リステリアのPFGEはGravesら 10）の方法に準じて行

ったが，lysis buffer処理は 52℃で一晩とし，処理後の

プラグ洗浄は，4mM Pefabloc SC（AEBSF）で行った。

制限酵素処理は，AscⅠ（New England Biolabs）を使用

し，1プラグあたり 25unitsで 37℃，3時間反応させた。

電気泳動はCHEF_DRⅢ（Bio_Rad）を使用し，1％

SeaKem Gold agarose（CAMBREX）ゲルで行った。泳動

の終わったゲルは，0.2～ 0.5µ/mlのEthidium bromide

溶液で染色後脱色を行い，紫外線下で写真撮影して，

Fingerprinting Ⅱ（Bio_Rad）でバンドパターンを解析し

た。サルモネラのPFGEには制限酵素BlnⅠ（TaKaRa）

を使用しリステリアと同様に実施した。

3 結果

3.1 拭き取り材料等からの菌検出状況

表1及び2に示すとおり，リステリアは平成20年10月

17日の調査でのみ，残毛焼却後の屠体20検体中2検体と

まな板1検体及び解体室床1検体からいずれも血清型1/2a

が検出された。サルモネラは平成20年9月13日の調査で

同一鶏群の複数の工程の屠体 22検体からS.Havana及び

O4：d：–さらにS.Corrallisの 3血清型が検出された。

平成 20年 10月 17日の調査ではS.Corrallisが水洗屠体 1

検体から，平成 20年 11月 14日の調査では床（懸鳥場所）

の拭き取りからS.Singaporeを検出した。

図１　食鳥処理工程中の拭き取り箇所　　●：屠体拭き取り箇所

表１　各処理工程における屠体のリステリア及びサルモネラ汚染状況

表２　器具及び解体中の食肉の拭き取り結果
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3.2 分離されたリステリア及びサルモネラのPFGEに

よる比較

分離されたリステリア 4株のPFGEの結果は，図 2に

示した。どの株も類似したバンドパターンを示した。サ

ルモネラについては平成 20年 9月 13日に分離された

S.Havana 及び O4： d： –の複数の菌株について，

S.Havanaでは同一の，O4：d：–は近似したパターン

を示した（図 3，S.Corvallisについては未実施）。

3.3 屠体水洗と次亜塩素酸ナトリウムによる洗浄・消

毒効果

平成20年9月13日及び10月17日の調査で44検体の水

洗及び44検体の次亜塩素酸ナトリウムによる洗浄・消毒

効果を調べた。リステリアは冷却槽通過後に菌が検出さ

れなかったため，調査できなかった。サルモネラは 9月

13日の調査では冷却槽通過後に9検体が陽性であったが，

水洗後には4検体に減少した。10月17日の調査では冷却

槽通過後に菌は検出されなかったが，水洗後に 1検体が

陽性となり，次亜塩素酸ナトリウム消毒後に検出されな

くなった（表 1）。

4 考察

屠体から分離されたサルモネラの血清型は，同じ調査

日の同一鶏群では同一であり，検査した同じ血清型株間

では，これらのPFGEによる泳動パターンは同一あるい

は近似していた。S.Corvallisは9月及び10月に検出され，

S.Singaporeは 11月に検出されたことから鶏のサルモネ

ラ保菌率は高く，施設の汚染が恒常化してその衛生管理

が不十分な可能性が考えられる。サルモネラは9月13日

の調査では，冷却槽通過後の 9検体が陽性であったが，

水洗後には 4検体に減少しており，水洗の効果が見られ

た。10月17日の調査では冷却槽通過後に菌は検出されな

かったが，水洗後の屠体 1検体が陽性であった。器具か

らは全くサルモネラが検出されなかったことから，屠体

皮膚の羽包を汚染していたサルモネラの析出等による水

洗後の単発的汚染と推測された。

リステリアは計 4回の調査のうち，平成 20年 10月 17

日に1回分離されたのみであったが，他施設では，6ヶ月

に渡って継続的汚染が示されたこともあった 11）。また，

外国ではアイスクリーム工場が，同じ遺伝子を持つリス

テリアに7年間継続汚染されていたという事例もある 12）。

しかし，今回の調査では処理施設の汚染は低かった。リ

ステリアは株によってバイオフィルム産生能が異なるこ

とが示されている 13），14）。継続的汚染を示した前報告のリ

ステリアと，今回の単発的汚染を示したリステリアのバ

イオフィルム産生能が異なる可能性も考えられる。リス

テリアは同一鶏群を処理した日の残毛焼却屠体の拭き取

図２　分離された血清型 1/2aのリステリアのPFGE像
（AscⅠ使用）

図３　分離されたサルモネラO4:d:–及び
S.HavanaのPFGE像（BlnⅠ使用）

レーン1：M:分子量マーカー
レーン2：9月13日生鳥由来（O4:d:–）
レーン3：9月13日残毛焼却後屠体由来（O4:d:–）
レーン4：9月13日水槽通過後屠体由来（O4:d:–）
レーン5：9月13日残毛焼却後屠体由来（S.Havana）
レーン6：9月13日水槽通過後屠体由来（S.Havana）
レーン7：9月13日水洗後屠体由来（S.Havana）
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り，まな板，解体室の床から分離されたが，それらの血

清型は全て1/2aで，PFGEによる泳動パターンも似てい

た。このことから，リステリア保菌鶏による同一菌の施

設・器具への汚染が示され，処理後にこれらを十分消毒

するなどの衛生対策が重要であると考える。以上のよう

に，大規模食鳥処理場の屠体，器具等からリステリア，

サルモネラが散発的に検出されたことは，より衛生的な

食鳥処理の検討が必要であり，屠体の細菌汚染の減少に

有効であった屠体の次亜塩素酸ナトリウムによる消毒設

備又は水洗設備を設けるなど，今後，より衛生的な処理

方法を検討する予定である。
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